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連絡先 ※ _を@に変えてください 

森 将輝（morima_sfc.keio.ac.jp） 

仲谷 正史（mn2598_sfc.keio.ac.jp） 

 

作品タイトル 

誰でも彫り感増大錯視 

 

解説 

どちらの画像の方が彫りが深く見えるでしょうか？  

※画面を明るくしてみることを推奨します。 

 

1. 画像 1 

 

右の方が彫りが深く見える 

女性の画像は同じですが、背景の凹凸のコントラストが高い右側の方が、顔がくっきり

と、彫りが深く見えます。 
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2. 画像 2 

 

男性の画像でも生じる現象である 

こちらも男性の画像は同じですが、右側の方が彫りが深く見えます。性別や骨格にかか

わらず、本錯視は一貫して生じるのかもしれません。 

 

 

3. 画像 3 

 

福澤諭吉像でも生じる現象である 

福澤諭吉像の場合でも、彫り感錯視が生じました。顔の彫りだけでなく、顔の皺も濃く

見えます。 
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4. 最後に 

彫り感錯視は、先行研究[1]で得られている知見（背景画像の輝度コントラストが大きくな

ると、背景の中央に配置したガボールパッチのコントラスト検出感度が低下すること）が、

異なる視覚現象であるように思います。 

触覚では、Fishbone Tactile Illusion[2]のように、周囲の凹凸情報により対象の形状知覚

が変わることが知られていますが、視覚でも同様のことが生じるのかもしれません。 

我々は、本現象が明るさの対比[3]で説明可能か、顔に特有な現象であるかに関心を抱いて

います。 
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